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特集：協生館プールでの1年を振り返って
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Ⅲ－2　スポーツイベントの開催

1．塾長杯・塾内競技大会
1）第11回塾長杯バレーボール大会
1．開催日：平成21年 6月27日（土）
2．会　場：日吉記念館
3．開催時間： 9：30～19：30
4．参加チーム数：43チーム（チャンピオ
ンリーグ15、エンジョイリーグ28）

5．参加者数：約510名（チャンピオンリー
グ約130名、エンジョイリーグ約280名、
観客約100名）
6．ゲーム数：52ゲーム
　　予選リーグ41試合 /決勝トーナメント
11試合
7．協　力：大会実行学生スタッフ /放送
研究会（K-Sound）/ チア＆ソングリー
ダーズユニコーンズ /大塚製薬（株）

8．表彰チーム
　チャンピオンリーグ
　　優勝：エイリアン竹内 says そ～い
　　 2位：ゴールドマンセックス
　エンジョイリーグ
　　優勝：ふたりネッチ
　　 2位：KVFujio
9．コメント：日吉記念館の工事の影響で
例年より早い時期に催したこの大会に
は、チャンピオンリーグ15、エンジョイ
リーグ28の計43チームが参加した。塾内
のバレーボールサークルのメンバーが多
数参加したチャンピオンリーグは、 4、
4、 4、 3チーム計 4ブロックに分かれ
てリーグ戦を行い、各グループの 1位44
チームによる決勝トーナメント戦で順位
を競った。その順位付けに基づき決勝
リーグ進出トーナメントを行い、決勝
リーグを行った。また、エンジョイリー
グは例年通り女子の参加も多く、エント
リーした全チームの間でトーナメントが
行われた。

　　チャンピオンリーグ ･ エンジョイリー
グともに白熱のゲームが続いて盛り上が
り、毎年恒例のユニコーンズによるソン
グリーディングも披露された。さらに、
放送研究会のアナウンスが円滑な試合進
行に貢献しただけでなく、大会を大いに
盛り上げてくれた。

2）塾内バスケットボール大会
1．開催日：平成21年 7月 4日（土）
2．会　場：日吉記念館
3．開催時間： 9：00～19：00
4．参加チーム数：24チーム
5．参加者数：約280名（登録選手約180名、
観客約100名）
6．試合数（ 1試合 8分× 2）
　メインリーグ
　　 予選リーグ戦18試合、決勝トーナメン

ト 7試合
　エンジョイリーグ
　　 予選リーグ戦18試合、決勝トーナメン

ト 7試合
7．協　力：放送研究会（K-Sound）
　　ユニコーンズ ･ ソングリーダーズ
　　日本体育大学バスケットボール部
　　大塚製薬（株）
8．参加チーム抽選会：平成21年 6月25日（木）
18：00～20：00　スポーツ棟 2階講義室
9．応募チーム：50チーム
10．結　果
　メインリーグ
　　優勝：がけっぷちダンサーズ
　　 2位：正常位学園前
　　 3位：ギニュー特戦隊
　　　　　VIRGIN☆岩手
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　エンジョイリーグ

　　優勝：七夕祭チンチロリン

　　 2位：アスパイアランツ

　　 3位：SLASH
　　　　　鳥取城北OB
11．コメント：日吉記念館工事の関係上、
例年より開催が前倒しとなったにもかか
わらず、本年度も多数のチームが参加を

希望し、抽選により、メインリーグ 18チー
ム、エンジョイリーグ 18チームによるリー
グ戦及びトーナメントによる白熱した戦い
が繰り広げられ、大盛況だった。例年通
りバスケットボールの授業を履修した学
生の有志がポスター作成や組み合わせ、
当日の大会運営を行った。また、当日の

音響や実況は放送研究会 ･K-Soundが、
ハーフタイムショーはユニコーン ･ ソン
グリーダーズが華やかに大会を彩った。
審判は日本体育大学バスケットボール部
の協力を仰いだ。これら学生による大会
運営は、体育研究所の使命である塾内の
スポーツ振興に大きな役割を果たしてい
ると思われる。

3）塾内卓球大会
1．開催日：平成21年12月19日（土）
2．会　場：スポーツ棟 B 1 F 卓球場
3．開催時間： 8：30～15：10
4．参加者数：のべ70名（シングルス36名、
ダブルス17ペア）

5．ゲーム形式：11点 3セットマッチ

6．結　果

【シングルス（経験者の部）】
　優　勝：中村悠輔
　準優勝：吉田　武
【シングルス（初心者の部）】
　優　勝：横山尚明
　準優勝：須田芳正
【ダブルス（経験者の部）】
　優　勝：中村悠輔・長澤匡章ペア

　準優勝：今村大全・小松広和ペア

【ダブルス（初心者の部）】
　優　勝：横山尚明・壷井教祐ペア

　準優勝：本間郁郎・板垣悦子ペア

7．コメント：今年度の塾内卓球大会も日
吉キャンパス内スポーツ棟 B 1 F の卓球
場で開催された。今年は前年度の延べ40
名を大きく上回る延べ70名に参加してい
ただき、大盛況であった。試合も終始白
熱した戦いとなった。また、午後の部開
始時には、体育実技科目「ボディメイク
エクササイズ」を受講している有志学生
9名で結成されたダンスチームが、この

日のために準備した演目「Pecori Night」
が披露してくれ、さらなる盛り上がりを

見せた。

 

2．体育科目ガイダンス期間中のイベント
1）『プール見学ツアー』
1．期　間：平成21年 4月 9日（木）～15
日（水）
2．時　間：① 前半ガイダンス終了時 
（全クラス）～次回開始まで
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　② 後半ガイダンス終了時（全クラス）
～次時限開始まで
3．場　所：協生館プール
4．参加人数：147名
5．コメント：平成21年度より体育実技の
場として使われ始めた協生館地下 1階の
プール施設を紹介する目的で行った。
50m プール（国内公認プール）と飛込
専用プールの 2つがあり、50m プール
の約 3分の 1は可動床で目的に応じた幅
広い利用が可能となっている。水泳履修
予定者以外の塾生も参加し、最新の施設
に驚きと感嘆の声を上げていた。

3．公開講座
1）健康ジョギング教室
1．期　間：平成21年11月30日（月）～12
月18日（金）計 6回
　（11/30月、12/ 4金、 7月、11金、14月、
18金）
2．時　間：18：00～19：30
3．会　場：日吉陸上競技場及び協生館
B 1 F トレーニングルーム及びエクササ
イズスタジオ

4．講　師：松田雅之（体育研究所准教授）
　瀬古利彦（S&B食品㈱スポーツ推進局
局長）
　横田真人（総合政策学部 4年）
5．参加者：43名（男性15名、女性28名）
6．受講料：6,000円（教職員3,000円）
7．コメント：全日程を通して、ウォーキ
ングやジョギングの効果的な実践方法を
解説しながら、約50分間のジョギングを
実施した。ジョギングの実施にあたり、
心拍数 ･歩数などの確認や、適正な運動
量を指示した。雨天時（12/11）には体
組成測定やエアロバイクによるトレーニ
ング、ダンスの体験レッスンを行った。
12月14日には、特別講師として昨年同様、
瀬古利彦氏を招き、競技場を走り、その

後ダンススタジオにて、講師を囲んで楽
しく懇談した。また12月18日には横田真
人君を招き、日本新記録を樹立した模範
走を披露してもらった。

4．所内施設の開放
1）トレーニングルーム（ 1階）の開放
1．期　間：平成21年 5月 8日（金）～ 7

月10日（金）、10月 5 日（月）～12月22
日（火）、平成22年 1 月 8 日（金）～ 1

月22日（金）
2．曜日時間：月 ･火 ･金　15 :00～18 :00
3．利用者数：701名
　（春学期306名、秋学期395名）
4．担当者
　月：牛山潤一・森下愛子
　火：学生トレーナー
　金：石手靖・須田芳正・鳥海崇
5．コメント：平成21年度より体育実技の
場としても使われるようになったトレー
ニングルームは、協生館の地下 1階に位
置する。本年度も授業以外に開放期間を
設け、担当者の監督の下、学部・学年を
問わず多くの塾生が利用した。マシーン
エクササイズやエアロバイクなどを行え
るトレーニングスペース、フリーウェイ
トトレーニングを主として行えるフリー
ウェイトスペースがあり、機能としては
充実しており、素晴らしい施設である。
今後は、塾生たちがメディアセンターを
利用して多くの情報を得るように、より
多くの人々がトレーニングルームを利用
し、心身の健康を獲得すれば幸いである。
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2）多目的コートの貸出
1．曜日時間：平　　日　授業終了後
　　　　　　　土日祝日　終日可
2．利用状況：283団体
　（春学期138団体、秋学期145団体）
3．日　数：203日 / 318日稼働
　（春学期100日 / 166日稼働、秋学期103日
/ 152日稼働）
4．コメント：第 3校舎下のコートでは、
バレーボールやフットサルなどができ、
塾生に貸し出しを行っている。代表責任
者が学生証持参の上、体育研究所受付に
て予約をすることができ（電話予約は不
可）、原則として一団体の予約は一回の
みとしている（複数日の予約を受け付け
ていない）。予約日当日、体育研究所受
付にてバレーボールコートの鍵を借り、
翌朝返却という形にしている。長期休暇
中も貸し出しは行っており、平成21年度
は 6月、10月、11月の利用団体数が多く、
少なかったのは 4月、 2月、 3月であっ
た。授業期間でかつ、塾生が学校生活に
慣れてきた頃に利用が増えることから、
今後も多目的コートの貸出しの認知度を
上げ、より多くの塾生が汗を流して健康
維持に努めてくれたら幸いである。
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Ⅳ．業務活動記録
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